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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 210 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

分 Ｈ１８ Ｈ２２

人 Ｈ１８ Ｈ２３

指標 Ｈ１８ Ｈ２３

10

２．就労人口 地区内における就労人口
中心市街地と土地区画整理事業区域を連結する道路及び関連公共施設の整備
を実施し、地区内の新たな雇用を創出を図る。 80 2,000

１．空港へのアクセス時間 成田国際空港へのアクセス時間 インターチェンジ周辺の道路整備により、交通アクセスの向上を図る。 30

　・交通アクセスの改善
　　本地区は富里インターチェンジと佐倉インターチェンジの中間に位置するが、現在両インターを利用して東関東自動車道にアクセスする場合、国道５１号や国道２９６号、国道４０９号の慢性的な渋滞の影響があるため、平成２１年度完成予定で進めら
れている（仮）酒々井インターチェンジ設置事業と併せたアクセス道路の整備が重要である。

　・生活利便性及び住環境の改善
　　中心市街地と酒々井南部土地区画整理事業区域を連結する道路については、交通量の増加が見込まれるが、現状では交通の安全が確保されていない。また、隣接する道路及び上下水道等が未整備であることから、土地区画整備事業の進捗に併
せた地区全体の一体的な事業進行が必要不可欠である。

　｢伝統と新しい文化の交流による活力あるまちづくり｣

　・伝統ある集落地と将来市街地や新産業団地などによる新しい文化・産業との交流による創造性の高い活力あふれるまちづくりの推進を目指す。

　・酒々井南部地区は、周辺の環境に十分配慮した上で事業を推進し、自立性の高い活力あるまちづくりの形成に努める。

　・円滑な交通アクセス、災害時における避難経路の形成に向けて、骨格となる道路のネットワークづくりに努める。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 千葉県 酒々井町
し す い ま ち

「（仮
かり

）酒々井
し す い

インターチェンジ」周辺
しゅうへん

地区
ち く

計画期間 交付期間 22

【大目標】　（仮）酒々井インターチェンジを核とした総合的な整備を行い、地域経済の活性化と新たな雇用創出を図る。
　　〔目標１〕　国道２９６号線から（仮）酒々井インターチェンジを経由し、主要地方道富里・酒々井線と連結する道路整備を実施し、交通アクセスの向上を図る。
　　〔目標２〕　中心市街地と酒々井南部土地区画整理事業区域（都市再生機構が整備予定）を連結する道路及び関連公共施設の整備を実施し、地区内への企業の誘致を促進させ、新たな雇用の創出・観光拠点の形成を図る。
　　〔目標３〕　地区内既存集落の整備を実施し、住環境の向上を図る。

　・酒々井町は、千葉県の北部、北総台地に位置し、都心から５０キロメートルの首都圏近郊整備地帯内にあって、緑豊かな自然環境と温暖な気候に恵まれている。また、鉄道（ＪＲ線：２駅、京成線：２駅）や道路（東関東自動車道、国道５１号、国道２９６
号）等優れた都市機能、成田国際空港に近接し好立地条件を備えている。

　・（仮）酒々井インターチェンジについては、地域活性化インターとして平成１５年１２月に国土開発幹線自動車道建設会議で決定、平成１６年４月に施行命令が発令され、平成１７年度より千葉県においてインターチェンジ及びアクセス道路整備事業が開
始されている。

　・酒々井南部土地区画整理事業は、成田国際空港、幕張新都心と東京との中間に位置し、自然環境に恵まれた約７２ｈａの一団の土地を有する。平成５年に住宅・都市整備公団（現：都市再生機構）が事業化を決定、用地買収が開始され、平成７年に
用地買収の目標である７０％の取得が完了しており、環境影響評価の現況調査の着手により、都市計画の更新手続きが開始され、平成１０年度に市街化区域に編入された。
　現在、（仮）酒々井インターチェンジの開設に併せた大規模集客施設の整備事業化を進めており、今後インターチェンジを含めた優位な交通アクセス条件により、広域的な圏域を対象とした地域振興拠点として、地域経済の活性化と新たな雇用創出に
寄与するものと期待されている。

1.4３．地区内住民満足度の向上 整備後に地区内住民アンケートを実施し、事業の満足度を把握 地区内既存集落の整備を併せて実施し、住環境の向上を図る。 1



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・インターチェンジアクセス道路の整備
　千葉県が主体となって整備を行っている（仮）酒々井インターチェンジ設置に併せ、インターチェンジから酒々井南部土地区画整理事業区域までの区間の
道路整備を同時に進捗させる。

道路（基幹事業）
（仮）酒々井インターチェンジ設置事業（関連事業：千葉県）
（仮）酒々井インターアクセス道路整備事業（関連事業：千葉県）

・中心市街地と酒々井南部土地区画整理事業区域を連結する道路の整備
　土地区画整理事業区域内で計画されている大規模集客施設の開業に併せて、中心市街地と地区を連結する道路並びに土地区画整理事業区域北側にあ
る排水路の整備を図る。

道路（基幹事業）
排水路整備事業（提案事業）
酒々井南部土地区画整理事業（関連事業：都市再生機構）

・既存集落の整備
　上下水道の整備も併せた既存集落の道路拡幅工事を行う。また、犯罪や交通事故の防止のため、生活道路に防犯街灯を設置し、安全な住環境の整備を
図る。

道路（基幹事業）
防犯街灯整備事業（提案事業）
上水道・下水道整備事業（関連事業：町）

　○継続的なまちづくり活動
　　・ＪＲ酒々井駅及び京成酒々井駅等の中心市街地の更なる発展と住みよいまちづくりを進めるため、継続的に公共交通機関のバリアフリー化や道路の整備、防災体制の充実等を推進し、町南部地区においては、ＪＲ総武本線の南酒々井駅を中心とした伝
統ある集落地及び墨地区工業団地の一体となった新しい文化・産業との交流による創造性のある町づくりを目指す。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 町 直　 Ｌ＝530ｍ Ｈ18 Ｈ21 Ｈ18 Ｈ21 1,417 1,417 1,417 1,417

道路 町 直　 Ｌ＝1,150ｍ Ｈ19 Ｈ22 Ｈ19 Ｈ22 2,127 2,127 2,127 2,127

道路 町 直　 Ｌ＝450ｍ Ｈ20 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ22 131 131 131 131

道路 町 直　 Ｌ＝1,200ｍ Ｈ20 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ22 177 177 177 177

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,852 3,852 3,852 3,852 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
町 直 Ｌ＝310m H19 H20 H19 H20 52 52 52 52

町 直 20基 H22 H22 H22 H22 1 1 1 1

0

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 53 53 53 53 …B
合計(A+B) 3,905

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
県 国土交通省 ○ Ｈ17 Ｈ21

県 国土交通省 ○ Ｈ17 Ｈ21

都市再生機構 国土交通省 約72ｈa H18 H22

町 厚生労働省 Ｌ＝740ｍ ○ Ｈ21 Ｈ22 31

町 国土交通省 Ｌ＝920ｍ ○ Ｈ21 Ｈ22 73

合計 104

所管省庁名

上岩橋～尾上

事業箇所名

飯積

－

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

酒々井ＩＣアクセス道路整備事業

酒々井南部土地区画整理事業

－

全体事業費

排水路整備事業

－

（参考）事業期間

尾上・飯積線

町道02-012号線

町道3Ｂ-027号線　他

事業
細項目

事業主体事業箇所名

地域創造
支援事業

飯積

飯積・墨防犯街灯整備事業

事業期間

飯積

（いずれかに○）

飯積

尾上

事業主体

下水道整備事業

上水道整備事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

酒々井ＩＣ設置事業

－

－

規模

－

－

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

ICアクセス道路

－

－

うち民負担分

0

0

国費率 0.4交付対象事業費 3,905 交付限度額 1,562



都市再生整備計画の区域

　「（仮）酒々井インターチェンジ」周辺地区（千葉県印旛郡酒々井町） 面積 210 ha 区域 千葉県印旛郡酒々井町飯積の一部、尾上の一部、墨の一部

東関東自動車道

酒々井南部
土地区画整理事業区域

（仮）酒々井ＩＣ建設予定

「（仮）酒々井インターチェンジ」周辺地区
地区面積 約210ha

ＪＲ酒々井駅

京成宗吾参堂駅

国道２９６号

京成酒々井駅

酒々井町役場

ＪＲ南酒々井駅

行政界

京成本線

飯積

尾上

国道５１号

ＪＲ成田線

墨

主要地方道富里酒々井
線

0 500 1000 1500 2000m

至 佐倉ＩＣ

至 富里ＩＣ

ＪＲ総武本線



１．空港へのアクセス時間 （　分　） 30 （18年度） → 10 （22年度）
２．就労人口 （　人　） 80 （18年度） → 2,000 （23年度）
３．地域内住民満足度の向上 指標 1 （18年度） → 1.4 （23年度）

　「（仮）酒々井インターチェンジ」周辺地区　（千葉県印旛郡酒々井町）　整備方針概要図

目標
（仮）酒々井インターチェンジの設置を核とした総合的な地域整備を行
い、経済活性化と新たな雇用創出を図る。 代表的

な指標

○関連事業
（仮）酒々井ＩＣ設置事業
(事業主体：千葉県)
東関東自動車道の佐倉ＩＣと富里ＩＣの中間にイ
ンターチェンジを設置し、酒々井町を中心とした
周辺市町村の活性化を図る。

■基幹事業
ＩＣアクセス道路
国道２９６号線と主要地方道富里・酒々井線を
連結する道路整備を実施し、交通アクセス向上
を図る。
L=530m W=19.5m・26.5m

□提案事業
排水路整備
土地区画整理事業区域内調整池からの雨水排
水路を整備する。
L=310m W=2m

■基幹事業
尾上飯積線
中心市街地と（仮）酒々井南部土地区画整理事業
区域（都市再生機構が整備予定）を連結する道路
の整備を実施する。
Ｌ＝1,150ｍ　W=15m

■基幹事業
町道02-012号線整備
中心市街地と既存集落を連結する道路の拡幅整備
を行う。
L=450m  W=7m

■基幹事業
町道3Ｂ-027号線 他
既存集落内の狭隘道路を拡幅整備し、住環境の
改善を図る。
L=1,200m W=5m

○関連事業
酒々井南部土地区画整理事業
（施行予定者：都市再生機構）
ＩＣアクセス道路、尾上飯積線を含む一体的なイ
ンフラ整備を行い、企業誘致による新たな雇用
の創出を行う。
地区面積 約72ｈａ

□提案事業
防犯街灯整備
犯罪や交通事故の防止を図り安全な環境を整備
する。
20基

○関連事業
ＩＣアクセス道路(事業主体：千葉県)
国道２９６号線と（仮）酒々井インターチェンジを
連結する道路整備を実施し、交通アクセス向上
を図る。

0 500m

「（仮）酒々井インターチェンジ」周辺地区
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